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ｑ
金
木
郷
土
史
の

一
噸
繩
哩
撫
瀦
艫
で
瀦
諏

編
纂
一
祁
士
貞
職
一
確
深
蕊
溌
鱗
雛

二
’
一
三
１
万
年
前
に
わ
が
金
木
町
近
辺
に
人
が
住
ん
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
一
吹
し
郷
土
愛
の
芙
擦
な
源
饗
し
揺
垂
し

！

I

雲
！
雪
！
害
‐
書
！
雪
‐
曇
ｉ
言
ｌ
一
言
Ｉ
・
言
ｉ
・
言
ｊ
壱
・
！
雪
‐
銅
！
言
Ｉ
一
言
！
一
言
！
害
‐
｜
｜
郷
鯛
や
魎
熱
惑
鯖
厩
凱

【
写
侭
説
明
：
の
鈴
苦
い
顔
を
し
て
い
云
六

蕊
蕊
艫
馨
雛
一
雄
》
謹
溌
噸
藤
一
種
の
蝋
罵
驚
年
代
不
鐸
の
箸

、
崩
誉
れ
こ
の
通
り
⑤
例
祭
日
を
間
一
大
神
（
一
に
布
那
斗
能
神
と
も
い
ゑ
一
鳩
總
鋤
鐡
穂
縄
潔

近
に
手
入
れ
鞍
し
て
い
る
地
蔵
迄
】
ゞ
を
村
端
ｒ
震
つ
吃
も
、
迂
蛎
論
。
な
－
“
↑
に
シ
・
、
．
］
、
、
‘
秒

調
泉
門
塞
大
神
世
、

『
金
木
村
従
来
箸
名
の
大
村
な
る

に
因
る
』

と
表
わ
れ
て
い
る
。

大
正
九
年
二
月
十
一
日
町
制
を
布
ざ
、

無

金
木
町
と
改
む
。
・

高
機
町
垂
（
当
時
）
前
途
を
祝
禍
し
て

砿
っ
て
曰
く

一
、
太
種
山
の
秀
で
た
る

金
木
の
川
の
水
湾
し

今
日
よ
り
村
は
町
と
な
り

い
よ
い
よ
栄
ゆ
る
め
で
た
さ
よ

一
、
い
で
や
町
民
も
石
と
も
に

世
の
な
り
は
ひ
に
い
モ
し
み
て

治
ま
る
御
代
の
大
正
の

君
が
恵
み
に
む
く
ひ
な
ん

○
大
字
金
木

地
戯
尊
を
安
ｒ
し
た
も
の
で
、
塗
ノ
神
一
罰
ノ
褐
に
奮
え
る
に
至
っ
た
も
ひ
と
ｔ

は
雲
ノ
神
・
オ
ノ
神
・
犀
ノ
神
ｉ
幸
ノ
わ
れ
る
。
果
し
て
然
り
と
せ
ぱ
垂
ノ
神

神
杯
と
楽
音
通
り
良
い
可
減
に
漢
字
を
村
の
遮
跡
を
妾
ノ
川
原
と
し
て
地
蔵
食

当
嵌
め
て
い
る
が
、
道
を
塞
ぐ
神
の
事
を
祭
っ
た
の
は
、
雲
厘
に
そ
の
当
を
得
た

で
あ
る
か
ら
『
垂
ノ
神
』
と
書
く
べ
き
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

羅
鑑
撫
蕊
鉦
雲
箪
蕊
鰐
篭
窯
鰐
嘩

鯛
蕊
鑪
蕊
齢
型
潅
鱈
鐘
蕊
鎧
一

て
天
女
士
奏
卯
年
浪
岡
北
邑
氏
の
鯛

査
と
伝
つ
る
『
津
恥
が
中
名
字
』
に
も

見
え
ぬ
。

女
祗
元
年
索
奥
巡
恢
使
前
田
利
家
一
行

が
実
地
鯛
宜
の
上
、
国
塊
を
定
め
津
軽

封
内
を
四
万
五
千
石
と
し
た
。
当
時
の

瓶
座
せ
る
職
代
の
記
事
詞
あ
る
。
降
つ
一

畠
家
に
而
再
建
云
点
』
と
あ
る
か
ら
、
一
り
穣
仰
付
（
中
略
）
天
正
十
六
年
》
之
壼

凋
Ｊ
Ⅱ
０
回
鈩
雨
‐
再
例
．
－
Ｊ
｝
Ｊ
呂
亨
◆
４
１
Ｉ
ソ
‐
閃
１
“
。
、
。
．
。
。
。
■
，
●
０
．
，
二

蕊
鯛
識
謹
一
職
鯉
瀞
豊

景畠饗
に立八

胃青瞥
建 不 の

葺震僅
置翼呉
あ 大 金

魚緊森
ら中八
､ 北 幡

り切を

鱸f
,一、木砕
中にL
略而て

美駕希
正立イi
十仕至
六 立 稚
年願梱

従
来
謡
名
の
大
村
な
る
一
村
数
は
百
三
力
村
で
あ
っ
た
錘

鑿
一
中
に
『
金
木
村
百
爪
工
〈
互
罫
』
と

一
表
わ
れ
、
ま
た
次
の
由
緒
密
に
よ
っ
て

戸

一
も
、
天
正
あ
た
り
の
閉
村
と
尾
。
べ
き

｜
戸
主
津
墨
今
五
郎
は
そ
の
後
窟
と

一
ら
る
）
と
申
し
て
、
諦
価
公
御
代

一一
一

は
尖
当
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
草
欠
に
つ

い
て
は
、
安
政
二
乙
卯
年
金
木
満
八
幡

宮
独
司
露
不
淡
治
よ
り
提
出
せ
一
員
神

社
微
細
社
司
由
緒
書
』
に
ｆ

『
比
山
兄
弟
御
追
討
天
正
七
年
の
剛
（

中
略
）
社
司
被
仰
付
、
生
睡
御
準
零
被

下
酒
、
向
山
野
産
染
厚
く
醗
尭
雲
候
禄

被
仰
付
難
有
相
勤
、
天
正
十
年
十
月
病

死
仕
候
』
と
あ
り
。
ま
た
『
方
と
由
緒

妃
』
対
鵬
巴
一
あ
系
謡
に
、
．
－

『
対
職
円
三
先
祖
は
右
衛
門
太
郎
一
（
現

因
み
に
垂
ノ
祷
村
は
喜
良
布
承
三
上
歴
一

雄
家
の
祖
先
、
一
二
上
九
郎
右
衛
門
高
画
一

雲
名
塞
達
必
関
基
繁
鐙
茂
和
画

の
閉
村
で
、
同
人
は
こ
こ
に
窪
ノ
神
蚕
一

軸
醸
し
た
の
で
あ
る
。

村
の
迩
跡
鞍
妾
ノ
川
原
と
し
て
地
蔵
奪

垂
ノ
神
に
替
え
る
に
至
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
る
。
果
し
て
然
り
と
せ
ぱ
垂
ノ
神

を
村
端
し
宗
つ
た
も
の
で
あ
論
。
皇
：
痙
燭
識
評
評
幅
娠
電
霜
Ｌ
て
し
岩
を
α

鴫
樫
の
形
怨
せ
る
石
（
そ
の
好
標
本
一

宮
ノ
沢
の
地
蔵
堂
に
納
ま
っ
て
い
る
一
天
和
二
一
年
に
は
金
木
川
口
御
番
所
が
設

渥
垂
ノ
神
と
し
て
祭
っ
た
所
以
は
『
一
一
一
皿
せ
ら
れ
、
貞
享
砿
年
に
ば
金
木
組
廿

鵠
蝋
潔
唾
鰕
謹
鰯
蕊
潔
蝿
郷
龍

灘
蕊
難
雛
溌
蕊
鰯

蕊
蕊
鱸
羅
堪
職
蕊
耐
燕
鱸
騨

と
う
と
う
後
世
に
は
地
蔵
倉
を
も
っ
て
一
垂
と
し
－
，
猿
興
気
分
邪
横
塗
し
て
い
る

豐
霊
蕊
鑪
鱒

に
預
り
た
る
人
Ａ
が
蛾
っ
て
い
塁
一
．

そ
の
中
に

『
商
木
仁
右
衛
門
盛
道
ユ
ー
祠
浪
人

金
木
村
閉
村
』

と
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
次
節
垂
一
一

そ
の

｜
最
鋒
緬
購
腸
孫
年
か
ら
一
万

年
前
ま
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
旧
石

器
時
代
は
一
万
年
前
か
ら
十
万
年
の
間

に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
現

在
で
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
だ
。

｜
こ
の
金
木
過
跡
の
場
合
赤
土
よ
り
下
の

礫
層
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
が
確

か
に
人
工
的
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
垂
れ

よ
り
古
く
二
、
三
十
万
年
前
の
も
の
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
、
日
本
最
古
の

一
時
代
の
も
の
と
い
い
得
る
こ
と
が
出
来

－
よ
う
。
と
こ
ろ
が
問
題
は
出
土
品
が
人

工
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
っ
か
と
い
う

ゞ
こ
と
で
あ
る
が
、
前
繩
女
女
化
（
旧
石

器
時
代
）
は
小
さ
い
石
を
打
ち
欠
い
て

一
瀦
鯛
瀧
謹
溌
瀬
離
絆

を
観
れ
ば
、
数
滴
の
小
部
落
が
発
哩
し

石
戸
谷
ｌ
丹
波
ｌ
沢
田
杯
数
戸
あ
る
処

か
四
軒
し
か
無
か
っ
た
所
で
あ
る
。
一

る
か
ら
、
ほ
ん
の
草
分
な
る
者
は
何
人
一
◇
要
の
脚
村
阜

垂
総
戟
鯛
濡
既
緋
鰐
一
叫
悪
一
涌
雛
縮
際
睡

妻
ノ
榊
に
つ
い
て

．
（
金
木
郷
土
室
よ
り
）

金
木
遜
士
史
に
は
『
要
ノ
神
村
』
と

し
て
記
駁
し
て
あ
る
が
『
金
木
迩

癖
』
ど
し
て
有
名
に
な
り
つ
つ
あ
る

掴
石
群
ら
し
い
も
の
を
出
土
し
た
糧

翫
睦
」
沙
『
嚢
／
神
地
区
』
で
あ
る

毒
鈴
奨
今
回
こ
れ
毒
霧
敵
し
て
参

壱
庭
蚕
し
た
い
。 凸

Ｊ
Ｊ
ｌ
８
９
■
８
Ⅱ
Ｊ
９
ｂ
日
日
■
０
０
Ｐ

一一

｜
莚
製
作
す
る
技
術
の
あ
っ
た
時
代
で
、
一
瘤
』
が
な
く
『
打
ち
蜘
割
弓
瑚
相
当
嘩

織
溌
蕊
誌
識
噸
鱗

こ
こ
に
多
少
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
土
臓
、
黒
土
表
土
と
命
名
し
た
。

霧
霧
鍵
謹
窯
蓋

蕊
轤
撫

一
人
間
が
こ
れ
を
加
工
し
た
と
き
に
は
全
で
出
来
て
い
る
。
ま
た
人
工
の
邦
定
に

一
割
青
圖
は
霧
で
恋
い
が
、
霞
噸
溌
鯲
趣
畦
蕊
誕
蕊
濤
蕊
堕
金
木
遼
跡
を
無
断
で
一

一
恥
つ
た
り

－
茂
和
尚
の
舞
琴
寺
闘
舞
は
正
遅
一
年
で
一

難
識
蕊
謹
葱
零
＄
一

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
澪
と
と
思
い
ま
す
が
、
無
断
恒
発
掘
し
て
壼

一
し
い
・
文
化
財
を
保
護
し
ま
一
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
篝
で
一
》
罰
せ
ら
れ
ま
す
一

一
一
観
れ
ば
年
間
も
な
く
廃
村
と
な
っ
た
ら

一
三
〃
｜
す
が
こ
れ
は
ど
っ
し
た
こ
と
で
し
銅
う
一
金
木
町
一

し
か
し
て
凪
念
名
の
窪
ノ
神
川
は
小
堰
一

し
よ
う

さ
な
が
ら
の
細
流
で
あ
る
が
、
千
古
の
去
る
日
窪
ノ
川
原
錘
癒
尊
ま
で
行
く
途
一
か
。

歴
史
農
き
つ
つ
緑
藻
皇
の
蕊
惠
金
盃
鍾
嬰
皐
警
塞
げ
一
私
は
そ
の
醗
篭
等
に
『
い
い
も
且
一
金
木
町
教
育
委
員
会
一

一
饒
唾
鑪
裟
議
鰕
窯
罎
霊
灘
篭
罵
輩
誌
蕊
蝿
躍
塞
淋
埋
恢
密

’

｜
聯

一
瘤
』

人
間

部
『

人
工

｜
■
ｂ
・
Ｂ
Ｂ

雲
ノ
神
村
の
開
祖
墜
一
王
九
郎
右
工
門

と
い
う
人
で
、
喜
良
市
村
三
上
忠
雄
家

の
古
文
蚕
に

三
上
九
郎
右
工
門
高
直
川
倉
塞
神
の

神
社
な
鵬
く
、
後
出
家
し
で
春
姑
寺

、
繁
翁
茂
和
尚
と
称
す
云
旋

と
見
え
て
い
る
。
由
来
雲
ノ
神
と
は

『
悪
魔
は
此
所
を
通
さ
ぬ
』
と
い
う
意

味
で
、
村
の
入
口
に
『
通
返
（
チ
カ
ヘ

シ
）
の
．
大
神
量
に
久
那
戸
（
フ
ナ

ド
）
神
】
』
を
祭
る
も
の
で
あ
る
か
ら

此
所
は
モ
の
昔
『
下
の
切
（
シ
モ
ノ
キ

リ
）
』
の
往
還
で
あ
っ
た
関
味
上
『
錘

ノ
遥
な
祭
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

部
昇
饅
農
る
と
さ
れ
鳶
り
、
一
藤
も
ど
る
が
、
剥
奮
錨
石
警

人
工
的
で
あ
る
か
ど
っ
か
の
到
走
に
は
器
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
拝
噛
』
が
芯

種
要
な
要
素
と
な
る
。
ま
た
『
打
ち
火
い
細
部
加
工
だ
け
の
石
器
が
焼
わ
れ
た

き
』
は
細
部
加
工
と
い
っ
て
剣
迄
の
一
と
し
て
も
当
塒
と
し
て
は
不
忠
感
で
は

つ
に
な
り
、
金
木
の
出
土
錨
に
は
『
打
ゞ
｜
な
い
。
囲

｛
蕊2ｉ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
，
ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｏ
６
０
９
ｌ
０
Ⅱ
０
１
１
０
０
０
８
１
１
●
１
１
‐
‐
ｒ
１
ｌ
１
Ⅱ
Ⅱ
１
‐
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
１
ｉ
Ｉ
Ｅ
制
■
も
‐
い
も
ｌ
ｂ
８
８
１
ｌ
Ｉ
０
１
１
。

’

⑧
◆
■
ケ
■
Ｔ
勺 、

石
瀦
は
堅
い
方
の
佳
磁
亘
岩

て
い
る
。
ま
た
人
工
の
邦
定
に

脾
虻
彰
〃
、
刺
嶌
工
．
“
蝿
一
コ
が
琴
．

一
の
芦
野
公
園
風
景

ｒ
今
■
色
＆
■
争
■
●
Ｑ
も
こ
。
ｄ
①
今
■
●
ゆ
け
●
口
々
毎
■
す
今
年
ｑ
伊
寺
ム
マ
＠
句
●
ウ
タ
ロ
印
●
″
争
ｅ
４
曽
抄
Ｐ
夕
Ｇ
●
ｑ
ご
凸
令
吾
甘
◆
ｇ
少

まあ
れ
ば
こ
れ
は
同
地
方
の
特
徽
を
現
わ

し
た
珍
し
い
溢
継
と
い
う
こ
と
も
脳
来

る
。
出
土
鮎
の
現
鳴
を
見
ず
に
蒲
通
の

学
者
が
邦
迄
す
る
と
す
れ
ば
、
十
中
八

邦
は
石
器
だ
と
い
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
を

立
祇
に
立
証
す
れ
ば
日
本
最
古
の
遮
跡

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
地
漏
か

ら
は
日
本
が
大
陣
統
さ
で
あ
っ
た
砂
膝

暦
の
時
代
に
船
が
な
く
と
も
大
陸
を
渡

っ
て
日
本
に
来
た
尿
姉
人
の
生
活
と
は

極
め
て
合
理
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が

出
来
る
わ
け
で
、
問
題
は
こ
れ
が
石
雛

種
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
一
万
年
か

ら
十
万
年
、
さ
ら
に
二
、
三
十
万
年
誰

も
可
能
と
い
う
わ
げ
で
あ
る
。

ど
こ
に
な
／
、
て
も
金
木
に

（
’一一

一

一
燭
異
堀
装
止
の
駆
札
⑫
抵
群
、
土
器

一
な
拾
っ
て
蕊
ん
で
い
る
中
学
生

も
。
４
口
も
Ｉ
ｆ
Ｑ
Ｔ
ｚ
ｆ
６
Ｄ
凸
４
９
．
Ｊ
、
唖
Ｊ
２
Ｊ
１
Ｇ
４
ｑ
、
〃
Ｄ
も
，
Ｊ

先
生
が
石
纈
や
土
器
ら
し
い
も
の
が
あ

っ
た
ら
学
校
富
塚
傍
し
て
硬
く
か
ら
持

ら
で
も
あ
る
よ
』
と
平
気
で
い
っ
て
い

ま
し
た
。

『
い
い
も
の
だ
け
れ
ど
掘
っ
た
り
拾
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
』
と
注
蔵
し
た
ら
『
校
遅

跡
一
法
こ
ん
な
砿
態
で
い
つ
ま
で
も
放

任
し
て
よ
い
も
の
だ
し
よ
う
か
。
立
札

■

維
遁
は
何
群
効
果
も
な
Ｋ
、
ま
た
地
主

の
楓
轡
泡
木
琴
い
の
で
は
尚
い
で
し
よ

悪
羅
灘
錘
篭
噌

一
一
金
木
遼
跡
を
無
断
で
一

ｔ

８
日
５
８
面
日
５
８
９
９
１
５
８
５
８
９
５
０
９
０
日
Ⅱ
廿

心

・

嘩

季
恥
つ
た
り
・・車

一
拾
つ
た
り
す
れ
ば
一口

壼
法
に
よ
っ
て
一

一
一
酉

一
一
一
》
罰
せ
ら
れ
ま
す
一画

一
金
木
町
一・車画

一
金
木
町
教
育
委
員
会
一

一
一
壷
木
町
警
察
署
一

っ
て
き
な
さ
い
と
い
っ
て
る
か
ら
・
・
・
』

と
申
す
で
は
な
い
か
。

未
だ
文
化
財
と
し
て
指
惠
は
き
れ
て
い

溌
灘蹄
し霞皇鼠
寺つのの
力;箸釜曾
斑農奮浮
一一一

屋籠
呉職のも
非一。でな

茅蕊.畜搦
‐詞い巣

f篭
」
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